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旬に20－10膚の降雨量が　2垣lあった程度で，他の期間

は好天候に鐙過し，宙の生育も順調であった・

寒冷紗被復区の幌内気温は，最高，故低とも，牒準区上

り2－5亡低く，外気温よりは最高は高く，慮低はほぼ

同じ爺杢過である．

地温は，虚高は無破顔区より4－5C低く，般低は，

標準区よめ2－3C低く，無後援区上少2～5C商い．

日変化は，無被渓区上れ　巌高が低く，娘臆が高い．標

準区上りは両者共底レh

湿度は夜間は無被虐と差がなく，昼間は5－7痴高く，

日射量は自然下l無被ぼ区）に比して卸一弘車種斐遮光

される．

すなわち，寒冷紗区は，堵準区に比し，一役的には，

幌内気温，地泡共低く，無被櫻区上少はl最高地晦を除

く】扁目で温監格差が小さレ．しかし，低温将は外気温

工少も低温を，高温時には標準区lビニール半開時）上

身高温を記録している．従って降揃のある程度の低温時

は明らかに危険であるし，異常高塩が続く場合は健苗育

成には有利とはならをレ、．

え　首の生育

草丈は2集后摘破倭区と1棄后寒冷紗区を比較すると，

初期の差が天で，後半は小さい．2～3葉区と2葉后無

後援区はほぼ同じ権過をたどっている．標準区に比して

寒冷紗区は初期の生育は劣れ　複復期間が長くなるにし

たがい草丈は伸びてくる．

棄薮には区の差がなく，垂政は擦準区がやや多く，乾

真一草丈比も垂赦同様やや高い．

T－R率は2－8葉，2－4薫と高まるが，2－5棄

区は低い．

すなわち，各区の条件が草丈の増伸に野上ほす影響が

巌も大で，寒冷紗被覆朋の短い場合は低く，長くなるに

したがい標準区と差がなくなる．また，B区の場合，長

期被ぼ区の首は軟弱徒長の傾向をしめした．

一般に寒冷紗被洩期間が長いと，葉色は汲線色となる．

4　　考　　察

1・寒冷紗破壊の場合，ビニール破援工少保温効果が

劣れ　初期の生育に影響してくる．従っては初期におh

てはビニール併用等によ少保温の増大をはかる必要があ

る．

2・また，寒冷紗被覆朋間が長くなると軟弱徒長の傾

向があるため，4葉朋頃に除疲朋を封く必要がある．

8・すなわち，以上の操作を折わ込むことに上り，苗

代期間の安定している地方において吐，寒冷紗被榎に上

る畑苗代管理作業J）簡易化が‖来ることを再認した．

水　稲　の　銅　害　に　関　す　る　研　究

（1）銅波瀾漑の時期的影響に関する試験

，′　′ヽ

糸原　　貞・立谷寿雄

（福島県農試）

1　ま　え　が　さ

硫酸銅溶液が濯漑された場合の水稲に対する障害を

8tage別に侯射した・

壷ap⊃t4連制・礫耕栽培l圧縮自動潅漑礫耕装僚）
品種すすシグレ，水耕液木村氏B液．MnO＝0・詣甲／上

＝塩化マンガン），水道水，1週間に1回交換，苗は苗

代から抜いたものを流水中に1週間畏たし，発根後pot

に移し，直ちにCu液栽培を行った．

3　　試　験　結　果

1．生　育

α）Sppm
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1日後変化がみられた．所東が浅黄色とな身重下し生

育はかな少抑制される・幼形朗までCuが入った区はそ

の後Cuが入らなくなると生育がヤゝ回復し葉の黄化も

少なくなる，この区は出穂した・出穂期までOuが入力

β　∫p′′庇　　　　　　　　2匹222G－収用

その後Cllが入らなくなった区は回復しない．出穂もし

なレ．初め正常栽培して助形朋以後Cllが入ると仁処理

後数時間で裏が縦にロールし鎗状となカ，ひどいのは葉

身と棄輪の間から折れる．この区は出穂する・

の　50ppれ

全ての葉が淡黄色となり，Cuが入った時の革塾で生育が殆

んと停止する．幼形期までCuが入り，その後Cuが入らなく

なっても生育は停止したまゝで出増しをい‥出穂朋まで

cu∴が入少その後Cuが入らなくをつても生育は停止し

たtゝで出穂しない・幼形朋以後Ouが入ると直ち忙葉

が樅にロールして折れ・次第に枯死してゆくが教本の垂

はわずかに緑色を残す，出穂し友い・出穂期はで正常栽

培してその後Cuが入ると次第に葉が縦にロールし垂下

する．葉色はあ絶から択茶色に変り生育は殆んど停止する・

葉の一瓢と頴の下部に緑色がしばらく残っている・

以上からCll害のひどい場合は最初は薫分よカ水分の

吸収が阻害をうけることが考えられる・

l出穂期以前処理は最初5ppmより高濃度が入った・）

a lR　量

8）5ppmの場合は幼檀形成以前をら比軟的収量が劣

らないがl芳粒教は約15再演h劫穏形成を過ぎると出

穂も稔尖もしない．

タ一・一‾山‾‾′

草丈　　峯救．
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劫養形成期以後Cllが入ると着粒教は都痴減じている．

幼穏形成以降におけるCllの存在が非常に音があること

か判る．

羊の両者の稔実粒重を比べると前者の方は約退廃減少

l着粒教の比と同じ）．後者の方は100％近く減少して

いる・即ち幼穂形成以後にかいて吐Cuの存在が看粒叔

よか姜分の吸収移劫に変崩があわ稔実不良に走る影響の

大きいことが判る．

の50ppmの場合はどの時細でも出穂や稔実が行われ

ない．

饗分別吸収比奉l地上臥地下部合計）
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8．蛋分吸収

歳も吸収阻書をうけるものはMnOで次に甘㌔08であ

る．処理区で崖も吸収の多いのは幼形朋以前処理区であ

るl但し，Sio，性根に珪石がすこし附着しているので

例外であれCuも沈匿と惑漑朋喝の長短があるから除く・

5PP桝C11の出穂期以前処理が全期処理上カ少ないのは

当初のC11が狼かつた為と思われる・（aO・MgO　は幼

形鋼以前が余少多くをh l生殖生長後処理のCu堂が

多いのは吸収するキヤノくシテーが大きい為とも考えられ

る）．

4．要　約

以上の結果から生育時期別で吐幼形朗を界にして，幼

形期以後Cu15ppmI　が入らない場合が鎧も被害が少

なかった．

Cuが潮漑水に入ることに上って根の孝分吸収l水分

を含めて）が抑えられるが，解にマ／ガン，鉄，水分が

吸収阻書をうける．

水　稲　の　銅　害　に　関　す　る　研　究

（2）銅液濾概による被ソ；の現われ方と軽減法に関する試験

C／　糸筋く　Ji・立谷寿雄

（福島県農武）

1　　日　　　的

土壌を用いて栽培した場合の被害の現われ方と被害軽

減岳を兄い出そうとした．

2　　試　験　方　法

区名及び施肥量

志apOt2違制18株・1株3不徳）土壌は本場沖
凍土壌．品種オオトリ，（11狼匿はCuSO．を用いてCu

を0，6，50ppm

3　結　　果

区　　　　　　　　 名 Ⅳ ？，0 ■
1

瓦，O l

1　 標　　　　　　　　 準 1 ．5 1 ．5 1 1 ．5 ㌢

2　 石　　 灰　　 加　　 用 ◆ ◆ ク

3　 ベ ン・ト　ナ イ ト　加 用 ク ク
ク と

4　 線　　 肥　　 加　　 用 ノク イ・ 〃 】

5　 鉄 ． 珪　 酸　 加　 用 〃 ◆ ク　 L

そ　　　　の　　　　他 備　　　　　　　　考

消　石　灰　甜g　　　－

ベントナイト　75g　　　－

肥凱g　消石灰孤g

材　Ⅶg　スラック　劫g

緑肥吐イクリヤンライグラス

鉄材は松尾鉄分ル以上の区を

排水区　減水水深　ヰ■／日），無

排水区とし，Cuを0・5・50

Pfmを含む水道水潅漑

1．生　育

Cu．が入ると活着がうまくゆかない．草丈は生育初期

が一般にベントナイト加用が長いが．次第忙最も悪かっ

た緑肥加用が伸びて出穂頃から草丈稗長穂長が最長となる．

茎数は無排水区ではベントナイト．加用が草丈と同じく最

初は多いが．次第に鉄，珪酸加用が良くなわ農も多くな

る，穂政も同じl緑肥は悪いト　排水区吐単純でない・

CuOpp桝は榛準が良いが，5pp甲では鉄，珪酸加用が

良hl無排水と同じく，0・5ppmでは緑肥加用が悪い）

ところがCu馳ppmまでになると初朋はベントナイト加

用が巌も良いl無排水と同じ）が後期になると悪かつた

緑肥加用が良くなってくる．無排水はCuが少ないと緑

肥よ少鉄，珪酸加用が良く，Cu．が多いと緑肥が良い．

以上の傾向は穏故も同じである．

排水すると出穂が2日程早い，が緑肥加用は排水の有

無にかゝわらず2日程遅れる・

分けつ盛朗頃からCu濯概の株の葉鞘に黒褐色の紋枯

病斑に似た斑紋が現われ，Cuが高濃匿表札色が鮮明

で斑紋が大きい・

肉眼的にはタロロシス吐見えなかった．

2．収　量

無排水区lわらト標準では濃度の差が少をい．資材を

加えたものは馳pfmは明らかに惑い，6ppmとOppmで

は大差がない．1もみ）Cl1－Oppmが稔実不良ともみ

／わら比が」、さい為に収量が少なく．50ppmと大差ない

が標準l資材無添加の場合日は最も劣る．5ppmが一役

に多い．

排水区lわらI標準では50ppmが最も悪く，0と5

pfmは大差がない，資材加用ではOppmの鉄，珪酸が効

果が大きく，緑肥加用が最も悪い・lもみ）標準ではO

ppmが厳も良く．5と駈pmは大差がないが，資材加用

l石灰・ベントナイト・緑肥）によめ軸ppnは良くなる・

鉄．珪酸加用は舗ppmがやゝ劣少，5ppmが良くをって

いる．

8．Eh．

無排水．標準ではEh．の量がないが，資材添加は全て

標準より低いが，Oppmのベントナイトはかなカ高いh

7月19日忙浸ると標準は全て下る・


